
このアンモナイトは、北海道の開拓のため
に、アメリカから招いた地質学者ライマン
が採集し、ナウマンに託されたものです。
研究はナウマンから横山に引き継がれ、化
石そのものは、横山が留学したミュンヘン
古生物博物館に現在も保管されています。
そのうちの一部は、石膏模型が制作され、
東京大学などに保管されています（左）。
横山が1890年に執筆した論文には、その
化石の精緻なイラスト（版画）が掲載され
ています（右）。十分な撮影・印刷技術のな
い19世紀当時、学術論文には、専門の画家
が描いた、極めて正確なイラストが。横山
の論文の図版も、東大に保管されている石
膏模型と比較すると、非常に正確に描かれ
ていることがわかります。画像は松本 
(1981)、Yokoyama (1890)より引用。

横山の論文の図版東大所蔵の石膏模型

メヌイテス・ナウマニ（横山の命名では「パキディスカス・ナウマニ」）
Menuites naumanni (Yokoyama, 1890)

　ナウマンは、浦河地域で発見されていたアンモナイト化石を入手して、ドイツに持ち込み、研究していま
した。その化石の研究を引き継いだ横山は、1890年に論文を発表しました。これこそ、北海道産アンモナイ
トの「世界デビュー」でした。横山は、この論文で、19種類のアンモナイトを確認し、そのうち7種類は、
それまでに発見されていない新種であるとして、学名を与えています。
　この、横山の研究から135年が経過した現在、横山が命名した学名はすべて、その後の研究によって変更が
加えられてしまいました。しかし、名前が変わっても、“命名者” という称号は横山から変わりません。学名
にはしばしば、命名者と命名年を追記します。そのため、横山が命名したアンモナイトには、「(Yokoyama, 
1890)」と書かれることがあります。この名前と年号こそ、日本の古生物学が第一歩を踏み出した証なのです。

横山が命名したアンモナイト
最初に名前のついた北海道産アンモナイト


